
幌
森
林
公
園
や
石
狩
川
な
ど

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
江

別
市
は
、
市
街
地
近
く
で
も
野
生
の

鳥
や
動
物
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、

心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
一
方
で
畑
や

ゴ
ミ
を
荒
ら
す
な
ど
の
被
害
も
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
と
の
よ
り
良
い
関
係
を

保
つ
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　　

野
鳥
に
は
、
体
内
や
羽
毛
な
ど
に

細
菌
や
寄
生
虫
な
ど
の
病
原
体
が
あ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
死
ん
だ
野
鳥

を
見
つ
け
た
ら
、
素
手
で
は
触
れ
ず

手
袋
を
は
め
て
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
は
、
感
染
し
た
鳥
と
の
濃
厚
な

日
本
大
震
災
以
降
、
テ
レ

ビ
番
組
な
ど
で
、
災
害
時

の
備
え
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
「
共
助
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
「
共
助
」
と
は
「
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
地

震
の
被
害
を
軽
減
す
る
効
果
的

な
方
法
の
一
つ
で
す
。

　

大
震
災
の
よ
う
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
普
段
の
よ
う
に

消
防
車
や
救
急
車
が
駆
け
つ
け

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
う
し

た
場
合
、
一
体
誰
が
助
け
て
く

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ざ
と
い
う
時
速
や
か
な
対

応
が
で
き
る
の
は
、
隣
近
所
な

ど
の
地
域
の
方
々
で
す
。
大
災

害
の
時
、
最
も
頼
り
に
な
る
の

は
地
域
住
民
に
よ
る
助
け
合
い

な
の
で
す
。

　

で
は
、
普
段
何
も
し
な
く
て

も
、
地
域
の
人
が
助
け
て
く
れ
る

か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま

 

ご
近
所
づ
き
あ
い
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

〜
「
共
助
」
の
す
す
め 

〜

接
触
な
ど
の
特
殊
な

場
合
を
除
き
、
通
常

で
は
人
に
感
染
し
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
水
辺
な
ど

で
ふ
ん
を
踏
ん
だ
場

合
は
、
念
の
た
め
靴

底
を
洗
う
な
ど
の

対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
同
じ
場
所

で
た
く
さ
ん
の
野
鳥

が
死
ん
で
い
た
ら
、

市
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

せ
ん
。
日
頃
の
近
所
付
き
合
い

や
連
帯
意
識
が
地
域
の
「
共
助
」

を
支
え
ま
す
。

　
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ

ま
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
普
段

か
ら
地
域
の
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
自
分
自
身
や
家
族
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
地
域
を
守
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
日
常
の
交
流
を
通
し

て
地
域
の
連
帯
感
を
培
っ
て
お

く
こ
と
が
、
最
大
の
災
害
対
策

に
な
り
ま
す
。　

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
ま
ず
「
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
「
自じ
じ
ょ助
」

に
よ
り
自
分
や
家
族
の
安
全
を

確
保
し
ま
す
。
そ
し
て
「
共
助
」

と
し
て
隣
近
所
の
安
否
に
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。
地
域
住
民
に

よ
る
迅
速
で
適
切
な
活
動
が
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
ま
す
。

　

地
域
の
交
流
と
連
携
に
よ
り

「
災
害
に
強
い
ま
ち
」
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

▶一見かわいい鳥や動物も、接し方を間違
　うと良い関係 は築けません。

　
　

　　

野
生
の
動
物
は
、
厳
し
い
自
然
の

中
で
自
ら
餌
を
探
し
て
生
活
し
て
お

り
、
野
生
鳥
獣
へ
の
餌
や
り
は
好
ま

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
が
餌
や
り
を
行
う
こ
と
で
、

自
ら
餌
を
探
す
野
生
の
力
が
損
な
わ

れ
て
し
ま
う
な
ど
、
生
態
系
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
う
ほ
か
、
集

ま
っ
た
鳥
な
ど
の
ふ
ん
や
鳴
き
声
に

よ
り
周
辺
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

特
に
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
が

大
き
い
カ
ラ
ス
や
キ
タ
キ
ツ
ネ
へ
の

餌
や
り
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。

　

観
察
目
的
の
バ
ー
ド
テ
ー
ブ
ル
も

厳
寒
期
な
ど
に
限
定
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　　

弱
っ
て
い
る
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら

少
し
様
子
を
見
て
、
な
る
べ
く
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
か
、
保
護
し
た
と

こ
ろ
へ
戻
し
ま
し
ょ
う
。
状
況
に

よ
っ
て
は
動
物
病
院
を
紹
介
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
手
に
負
え
な

い
場
合
は
、
市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

   

環
境
課
自
然
環
境
担
当

☎
381
‐
１
０
４
６

　平成 23 年 12 月に全戸配布した便利帳に、次のとお
り誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

■訂正箇所：「江別市暮らしの便利帳」p.66 右側上段
　江別管工事業協同組合の電話番号    （正）384-3556

「江別市暮らしの便利帳」の訂正



■

♡

　

思
春
期
の
子
育
て
に

つ
い
て
、
お
茶
を
し
な

が
ら
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

　

／
3
月
17
日
㈯

10
時
〜
11
時
45
分
。

／
野
幌
公
民
館
研
修
室
1
号
。

　

同
大
学
人
間
福
祉

学
部
福
祉
心
理
学
科　

中
出
佳よ

し

み操

教
授
☎
387
‐
３
９
８
５
、

 

387
‐

３
６
９
２
、Em

ail

＝nakade@
hokusho-u.ac.jp

　

／
「
初
級
」
毎
週
火
曜

日
、「
中
級
」
毎
週
木
曜
日
、
い
ず

れ
も
19
時
〜
20
時
20
分
。

／
各

ク
ラ
ス
若
干
名
。

／
前
期

（
4
〜
9
月
）、
後
期
（
10
〜
3
月
）。

／
中
国
人
講
師
。

／
江
別

国
際
セ
ン
タ
ー
（
東
野
幌
本
町
7
‐

4
）。

／
月
額
3
千
円
、
そ

の
他
入
講
料
2
千
円
、
テ
キ
ス
ト
代

実
費
、
運
営
費
前
・
後
期
各
500
円
。

／
3
月
20
日
㈫
。

　

 

同
会 

☎
387
‐
０
５

１
５
（
柚ゆ

は

ら原
）

　

／
3
月
18
日
㈰
11
時
〜
15

時
。

／
市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ
・

小
ホ
ー
ル
。

／
100

店
。
ア
マ
チ
ュ
ア
限
定
。

／

2
千
500
円
。
1
区
画
約
2
×
2
㍍
。

／
3
月
8
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
出
店
希
望

日
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
、
職
業
、
主
な
出
店

物
、希
望
区
画
数
を
記
入
し
て
郵
送
。

／
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

返
信
は
が
き
に
は
宛
名
を
記
入
し
、

裏
面
に
は
何
も
記
載
し
な
い
こ
と
。

　

日
本
リ
サ
イ
ク
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
え
べ
つ
〠
067
‐

０
０
７
４
高
砂
町
10
‐
14
、
☎
・

 

385
‐
２
９
１
７

／
4
月
2
日
㈪
、
3
日
㈫
、

4
日
㈬
14
時
〜
16
時
。

／
青
年

セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
。

／

小
学
生
（
3
月
現
在
）。

／

2
千
円
（
入
館
料
、
保
険
料
込
み
）。

／
30
人
（
先
着
）、
夏
休
み
水

泳
教
室
を
受
講
し
て
い
な
い
方
優
先
。

／
3
月
12
日
㈪
〜
14

日
㈬
8
時
〜
20
時
。

／

参
加
者
名
（
ふ

り
が
な
）、
性

別
、
生
年
月

日
、
住
所
、
学

校
名
、学
年
、保
護
者
名
、電
話
番
号
、

緊
急
連
絡
先
を
記
入
し
て
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
で
同
協
会 

050
‐

３
５
０
３
‐
４
４
４
５
、Em

ail

＝

ebetsu-suiei@
ebetsu-suiei.com

）

へ
。

同
協
会 

☎
080
‐
６
０
９
７

‐
２
５
５
０
（
正
岡
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け

て
お
り
ま
せ
ん
。
青
年
セ
ン
タ
ー
へ

の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。河

川
の
整
備
、
利
用
、
環
境
に
関

す
る
地
域
の
要
望
を
把
握
し
、
地

域
と
の
連
携
を
進
め
、
河
川
の
適

正
な
維
持
管
理
に

役
立
て
る
た
め
、

「
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し

ま
す
。

　

／
満
20
歳
以
上
の
健
康

な
方
で
、
石
狩
川
に
接
す
る
機
会
が

 

多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
。

／
モ
ニ
タ
ー
区
間

に
関
し
て
、
河
川
の
利
用
、
環
境
、

愛
護
活
動
や
地
域
情
報
な
ど
を
、
月

1
回
程
度
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

／
新
石
狩
大
橋

か
ら
夕
張
川
合
流
点
ま
で
1
区
間

（
左
岸
）。

／
1
名
。

／
5
月
1
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈬
。

／
薄
謝
進
呈
し
ま
す
。

／
は
が
き
に
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
、
希
望
す
る
モ
ニ
タ
ー
区
間

を
明
記
の
上
、3
月
16
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
。

／
〠
060
‐

８
５
０
６ 

札
幌
市
中
央
区
北
2
条

西
19
丁
目 

札
幌
開
発
総
合
庁
舎 

札

幌
開
発
建
設
部 

公
物
管
理
企
画
課

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
係
」。

同
局
同
部
公
物
管
理

企
画
課
企
画
係
、
☎

 

611
‐
０
３
２
８
、

http://w
w
w
.sp.hkd.m

lit.go.jp

司法書士がご自宅にお伺いし、相続登記に関する無料相談
を行います。 お電話でご予約ください。

　相続登記の問題を相談したい。でも、相談に行くのが困難。
そんな方に・・。

実施期間 3 月 31 日 ㈯まで

札幌司法書士会主催

▶予約・詳細    札幌司法書士会  ☎ 522-5936（平日9:00～ 17:00）

　企業を知ることからスタートしましょう。「はたらく」を
実現するきっかけ作りのためにもぜひお越しください。

「北海道」と民間企業の連携就業促進事業

事前にご用意ください
◎「エントリーシート」（最寄のハローワーク、就労移行支援
　 事業所にて入手可能）にご記入の上、当日お持ちください。
◎ 複数社を希望の方は、「エントリーシート」を希望社数分
     コピーしてお持ちください。

日　　時 会　　　場
3 月 16 日㈮
13:00 ～ 16:00
受付時間 12:00 ～

 札幌コンベンションセンター 大ホール
 札幌市白石区東札幌 6-1-1-1（地下鉄東西
 線東札幌駅より徒歩 10 分）

▶詳細　㈱ﾏｲﾅﾋﾞｴｰｼﾞｪﾝﾄ北海道支社福祉事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ☎ 222-7703

　去る 1月 30 日、大麻東町の女性が、江別市職員を名乗る男に 50 万円を
だまし取られる事件が発生しました。

「あれ？」と思ったら、まず電話で確認を！

こんな電話や訪問があったら要注意！
◎「固定資産税を非課税にしてあげる」と持ちかける。
◎  自宅を訪れ「通帳のコピーを取る」、「通帳残高を少なくする必要がある」
      と言って、銀行口座から現金を引き出させようとする。　

　今回は当市の職員を名乗った詐欺事件でしたが、昨年秋から同様の事件が
3件確認されています。このような電話や訪問には、くれぐれもご注意くだ
さい。「ちょっと変だ？！」と思ったら、市役所までお電話でご確認ください。
▶江別市役所　納税課　 ☎ 381-1013


